
写真上）イザナ
ミノミコトが眠
るとされている
「比婆山御陵」
写真右）御陵へ
の遥拝所「熊野
神社本殿」

　

こ
う
し
た
得
が
た
い
体
験
・
話
題
の
一
つ
一

つ
を
語
り
合
い
、と
き
に
科
学
の
目
で
解
き
明

か
し
、驚
き
と
発
見
や
感
動
を
通
し
て
、庄
原

市
の
魅
力
を
再
発
見
し
、新
し
い
地
域
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
く
。そ
の
よ
う
な
市
民
主
体
の

学
び
と
地
域
お
こ
し
の
活
動
を
、「
比
婆
山
学
」

と
し
て
提
案
し
ま
す
。

書
籍『
比
婆
山
学
』（
仮
称
）の
編
集
に
着
手

　

比
婆
山
連
峰
や
熊
野
神
社
に
つ
い
て
は
、戦

後
の
国
定
公
園
候
補
地
学
術
調
査
を
は
じ
め
、

「
比
婆
山
学
」の
す
す
め

　

比
婆
山
連
峰
を
歩
く
と
、御
陵
（
１
２
６
４

㍍
）に
あ
る
苔
む
し
た
巨
石
が
横
た
わ
る
円
丘

「
比
婆
山
伝
説
地
」（
県
史
跡
）や
、悠
久
の
時
を

刻
む
「
比
婆
山
の
ブ
ナ
純
林
」（
国
天
然
記
念

物
）な
ど
、魅
力
的
な
歴
史
や
豊
か
な
自
然
に

出
会
い
、心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、御
陵
へ
の
南
参
道
に
あ
る
遥
拝
所

「
熊
野
神
社
」で
は
、境
内
の
「
熊
野
神
社
の
老

杉
」（
県
天
然
記
念
物
）が
放
つ
、清
々
し
く
も

威
厳
に
満
ち
た
空
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

比
婆
科
学
教
育
振
興
会
、西
城
町
郷
土
研
究

会
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
成
果
が
観
光
振
興
に

十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、市
と
市
教
育
委
員
会
は
、こ
れ
ま

で
の
成
果
を
一
冊
に
ま
と
め
、地
域
資
源
と
し

て
活
用
す
る
た
め
の
書
籍
作
り
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。昨
年
11
月
、市
内
の
専
門

家
を
中
心
に
、「
庄
原
市
比
婆
山
・
熊
野
神
社
解

説
本
編
集
委
員
会
」（
金
沢
成
三
委
員
長
）が

発
足
し
、編
集
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
の
出
版
を
目
指
し
、総
勢
21
人

の
執
筆
者
に
よ
る
執
筆
作
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。

「
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」の
推
進

　

市
は
、地
域
に
存
在
す
る
多
様
な
資
源（
※
）

を
情
報
発
信
し
、観
光
振
興
や
に
ぎ
わ
い
創

出
、交
流
・
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」（
庄
原
市
北
部
資
源

活
用
計
画
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
も
、平
成
27
年
度
に
着

手
し
た
比
婆
山
・
熊
野
神
社
解
説
書
作
成
を

皮
切
り
に
、沿
線
文
化
財
の
保
護
管
理
支
援

や
案
内
標
識
・
説
明
看
板
の
設
置
な
ど
４
つ

の
事
業
を
推
進
し
、資
源
の
発
掘
と
磨
き
上
げ

を
図
り
ま
す
。

※
多
様
な
資
源
と
は
、神
話
・
伝
説
の
地
を
は

じ
め
と
す
る
歴
史
遺
産
や
遺
跡
群
、地
域
で
伝

わ
る
文
化
や
芸
能
、中
国
山
地
な
ら
で
は
の
豊

か
な
自
然
や
内
陸
気
候
に
育
ま
れ
た
農
畜
産

物
な
ど
を
い
い
ま
す
。

●
出
版
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
比
婆
い
ざ
な
み
街
道

文
化
財
講
演
会
」

　

10
月
に
予
定
し
て
い
る
書
籍『
比
婆
山

学
』（
仮
称
）の
出
版
に
向
け
た“
出
版
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
”と
し
て
、執
筆
者
の
一
人
で
、古

事
記
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
三
浦
佑
之

立
正
大
学
教
授
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

庄
原
市
北
部
地
域
に
眠
る
魅
力
的
な
文

化
財
を
学
び
、地
域
づ
く
り
に
生
か
す
た
め

の
「
比
婆
山
学
」の
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
講
座
の
第
一
弾
と
な
る
も

の
で
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈮　

18
時
30
分
～
20
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

日
本
神
話
の
ル
ー
ツ
を
歩
く

講
師　

三
浦
佑
之
さ
ん
（
立
正
大
学
教
授
）

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
ち
ば
ん
づ
く
り
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
７
８

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

の
す
す
め

　

今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
和わ

ど

う銅
５

（
７
１
２
）年
に
記
さ
れ
た
日
本
最
古
の
歴

史
書
『
古
事
記
』の
な
か
に
、「
故か

れ
、其そ

の

神か
む

避さ

り
ま
し
し
伊い

ざ

な

み

の

か

み

邪
那
美
神
は
、出
雲
国
と

伯ほ

う

き伎（
耆
）国
の
堺さ

か
い

な
る
比ひ

ば

の

や

ま

婆
之
山
に
葬

か
く
し
ま
つり

き
」と
あ
り
ま
す
。こ
の
わ
ず
か
な
字
数
の

物
語
が「
比
婆
山
神
話
」で
す
。国
生
み
の
女

神
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
、火
の
神（
製
鉄

の
神
）ヒ
ノ
カ
グ
ツ
チ
を
産
ん
で
亡
く
な
る

と
出
雲
と
伯
耆
の
堺
の
比
婆
之
山
に
葬
ら

れ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。比
婆
山
神
話
は
、

私
た
ち
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

―
私
た
ち
の
宝
物「
比
婆
山
連
峰
、熊
野
神
社
」―

比
婆
山
学

三浦佑之
立正大学教授
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